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し

が

き

ナ
チ
ス
の
農
業
労
働
政
策
を
正
し
〈
叫
併
せ
ん
と
す
れ
ば
先
づ
か
れ
ら
の
盟
主
政
策
や
知
ち
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
ナ
チ
ス

の
一
設
業
政
策
を
知
ら
ん
と
す
れ
ば
、
づ
チ
ス

vr命
的
の
山
ち
刷
A
T
民
主

I
義
時
代
の
耐
民
主
政
策
を
一
作
し
た
け
れ
ば
な
ら
山
似
包
帯
し

ナ
チ
ス
政
策
は
背
政
策
の
行
詰
り
を
打
川
せ
ん
と
し
て
生
ま
れ
た
る
も
の
た
る
が
放
で
あ
る
。

副
台
民
ト
に
ド
ぃ
義
時
代
に
於
け
る
長
引
治
政
策
は
山
山
ト
仁
義
を
郎
川
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
川
札
ウ
て
長
支
給
付
川
の
巾
む
原
則
じ
一
般
丙

業
と
阿
椋
に
個
人
的
拘
利
的
で
あ
っ
て
、
何
等
同
一
私
的
又
は
全
倒
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
紡
県
免
じ
た
る
と
と
は
光
づ
紗

し
き
土
地
逃
亡

(EE2EV円
)
即
ち
長
村
人
円
の
都
市
へ
の
流
入
で
あ
る
e

査
し
机
郎
を
通
じ
て
人
々
が
一
校
に
将
利
阿
川
の
下
に

世
か
る
L

と
せ
ば
、
何
人
も
内
…
一
利
郎
川
よ
り
み
て
不
利
な
る
農
業
主
す
て
弘
、
わ
利
な
る
前
工
詑
を
選
ぶ
べ
〈
、
従
っ
て

F

人
民
川
引
を

(
れ
)

す
て
L

都
市
に
向
は
ん
と
す
る
で
め
ら
う
c

か
く
し
て
別
抱
一
に
於
て
は
多
く
の
統
計
の
い
U
読
し
て
ゐ
る
如
く
多
数
の
蹴
利
氏
を
川
L

た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
鮎
県
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
決
母
物
の
減
少
と
な
う
て
い
っ
た
。
而
し
て
山
町
物
の
減
少
は
一
方
に
は
同
代
山

業
中
安
心
不
足
と
た
り
他
方
に
は
工
業
開
料
の
紙
乏
と
友
り
、
さ
て
は
又
ユ
業
生
町
帆
に
針

T
る
世
利
時
引
力
山
川
内
ゆ
と
た
り
て
法
判

ナ
ヲ
ス
の
農
業
勢
倒
世
鯖

部
王
寸
二
巷

五
九
九

第
司
令
肱
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ナ
テ
ス
の
農
業
努
働
政
策

事
五
十
二
容

プミ

O 
G 

第
五
競

九
O 

の
み
な
ら
中
部
市
産
業
の
脅
成
と
な
る
に
五
っ
た
。
加
之
、
不
足
せ
る
農
業
芥
慨
を
怖
交
ぜ
ん
と
し
て
仙
川
氏
肢
の
流
入
曲
一
空
か
し
た
る

結
果
は
、
調
泡
民
族
に
叫
到
す
る
泥
血
心
機
品
川
E
M
(
ム
る
と
と
t
A

な
り
民
族
政
筑
上
汗
泊
し
航
空
一
問
題
を
生
む
に
五
っ
た
ら
さ
て
か
〈

の
如
き
諸
種
の
事
情
は
一
営
に
同
内
の
問
題
に
非
中
じ
て
、
岡
氏
。
楽
一
誌
に
就
て
も
工
業
阿
料
に
就
て
も
、
又
工
業
生
町
物
の
販
問
に

就
て
も
外
聞
に
依
存
す
る
こ
と
を
続
々
大
た
ら
し
む
る
も
の
で
あ
り
判
外
的
な
京
大
問
題
で
あ
る
c

第
一
次
川
界
大
戦
に
於
て
食
制

封
鎖
忙
よ
り
て
敗
る
L

に
五
っ
た
猪
迩
は
肢
も
深
刻
に
こ
の
こ
と
を
出
版
し
た
ロ
良
川
刊
に
於
什
る
白
山
主
義
的
政
策
の
危
険
は
之
の

み
に

K
ら
由
。
過
大
江
膨
脹
し
た
る
都
市
は
遊
亭
の
枇
合
問
題
の
別
化
劫
と
な
っ
た

D

即
ち
例
制
限
た
る
人
円
の
都
市
作
市
中
は
れ
ヘ
ポ

山
間
川
と
友
り

又
什
机
口
仰
の
泊
桁
現
象
を
生
み
出
し

こ
れ
ら
の
失
業
や
温
川
市
作
肘
は
精
机
上
、
肉
際
上
山
他
全
引
を
令
し
刷
ん
MH-4

安
・
女
化
の
陵
頑
と
た
っ
て
い
っ
た
。

白
山
主
義
が
以
ヒ
の
如
く
山
氏
村
の
抜
体
荒
肢
と
共
に
都
市
の
昨
日
一
仰
を
航
大
出
羽
化
し
て
行
く

と
と
は
納
品
曜
に
於
で
も
れ
「
く
よ
り
人
々
に
認
識
せ
ら
れ
、
殊
に
町
凶
作
戦
川
守
山
後
は
一
倍
切
賀
た
る
同
友
問
題
と
な
り
て
ゐ
た
の
で
あ

る
が
、
枇
合
民
主
主
義
政
棋
は
之
に
針
し
て
何
ら
杭
倒
的
左
政
策
を
樹
て
え
た
か
っ
た
。
否
、
か
れ
ら
は
白
州
全
誌
の
上
に
附
品
川
附

争
を
杭
主
つ
け
た
が
故
に
白
山
中
一
義
の
弊
を
一
府
丈
友
ら
し
め
た
。
か
ゃ
う
た
山
論
的
、
資
際
的
宏
事
仙
が
八
止
に
ナ
チ
ス
を
し
て
平

命
的
危
農
業
政
策
を
行
は
し
む
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
新
し
同
日
村
の
復
興
も
都
市
の
改
市
も
そ
れ
は
姑
円
い
の
手
段
を
以
て
し
て
は

わ
け
で
も
農
村
の
再
往
こ
そ
同
家
再
往
の
根
本
た
り
と
せ
ら
れ
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
の
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山
内
人
口
は
一
八
七
一
判
以
来
問
汗
出
人
程
幸
市
砂
し
た
ョ
利
市
が
臣
告
政
世
子
市
川
多
持
た
か
の
た
&
一
め
に
医
付
に

f
て
庄
市
今
見
同
一
九
ヵ
ー
も
人

刊
の
附
加
を
交
け
れ
れ
た
の
み
で
わj

〈
、
そ
の
J

に
刊
明
日
間
人
を
心
村
か
ら
川
町
去
っ
た
と
と
「
た
る
。
杭
市
山
人
口
ば
ホ
去
に
み
る
削
〈
析
加
し
て

ゐ
る
が
、
大
都
巾
白
人
目
的
膨
訟
は
川
刊
に
若
し
き
も
の
が
あ
る
。
間
語
大
郡
市
人
口
は
一
八
七
一
年
に
は
芹
九
十
訓
人
、
印
私
令
制
A
世
間
氏
自
円
・
六

百
な
る
が
一
ー
九
一
凶
年
に
は
配
に
千
五
汀
六
十
間
人
的
ち
二
一
一
一
区
、
一
九
一
一
五
今
に
は
千
へ
百
七
十
商
人
印
ち
二
六
・
七

κに
!
ウ
で
ゐ
る
。
向
バ
ア

ケ
は
民
民
の
隣
村
は
東
部
猟
足
に
於
て
多
〈
、
一
八
川

o
qよ
り
一
九
一

C
年
に
至
乙
間
に
一
一
一
向
一
九
十
訴
人
目
」
圭
必
η
出
し
た
ー
と
相
ピ
て
一
山
乙

ナ
チ
ス
に
掠
れ
ば
「
農
民
は
民
族
的
生
命
心
源
u
h
」
で
あ
り
「
茂
氏
附
級
は
北
方
民
放
の
生
命
の
根
源
で
あ
る
」

cdL一
れ
故
に
国
石
川
汁

建
は
先
づ
農
村
か
ら
始
め
ら
れ
ね
ば
危
ら
ね
ロ
紋
告
は
悩
泡
は
に
北
国
家
(
同
】
己
主
2ur-z乙
で
あ
る
と
同
時
に
喪
主
同
一
家
主
目
E
L
P
P
ご

で
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。
否
工
諮
問
州
安
た
ら
ん
に
も
た
づ
農
業
同
友
で
友
け
品
ば
な
ら
む
と
な
す
"

主

F
〉

」

コ

h
J
t
北
い
む
つ

E
l
u土

申
4
d
E
U
J
ι

叶ヨ
i

j

〈

I
d
M
4
l

資
際
的
に
は
州
市
に
於
け
る
英
大
な
る
火
業
を
克
服
吐
ん
お
で
も
あ
ウ
た
が
、
川
正
に
そ
れ
は
彼
等
の
世
界
加
や
民
族
問
に
溌
し
て
ゐ

る
の
で
あ
る
。
以
下
簡
単
に
ナ
チ
ス
の
農
法
政
策

E
池
べ
ゃ
う
と
氾
ふ
。

農
業
主
個
々
的
在
日
明
日
い
利
に
委
ナ
場
合
如
何
た
る
結
れ
を
生
む
か
は
前
時
代
に
於
て
引
に
絞
験
せ
ら
れ
た
る
と
な
れ
ば
、
ナ
チ
ス
の

農
業
政
策
は
個
人
主
義
・
白
山
主
誌
を
す
て
L
人
ム
剛
仰
い
仁
義
・
同
-
一
弘
司
義
を
と
る
に
五
っ
た
。
民
主
は
今
中
山
地
な
る
個
人
的
加
利
郡
山
主

に
非
十
し
て
氏
族
的
・
凶
ht
酌
任
務
壱
拾
悦
す
べ
き
も
の
と
た
っ
た
。
市
し
て
民
求
心
持
山
川
ナ
ベ
会
C
A
L
m
川
・
附
夜
間
仔
務
と
は
、

一
に
悶
氏
自
栄
養
を
供
給
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
に
は
民
族
の
印
ち
日
ケ
ル
マ
ン
の
血
を
剤
や
す
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
ω
栄
養
を
引
い
給
す

る
こ
と
L
血

E
供
給
す
る
こ
と
之
を
農
民
の
最
犬
の
使
命
で
あ
る
。

農
業
が
図
H
A
的
柴
議
を
似
給
す
べ
き
」
全
閥
的
機
能
を
負
ふ
と
な
す

E
と
は
十
チ
ス
の
7
ウ
グ
リ
キ

1
政
策
の
表
現
で
あ
る
。
十
チ

ス
は
民
族
主
似
て
生
付
る
共
同
開
た
り
と
た

L
、
と
の
生
前
共
同
開
が
日

ι心
力
で
税
一
刊
す
れ
ば
他
に
依
頼
す
る
と
と
た
く
ん
も
件

ナ
ブ
ス
巴
農
業
努
働
政
策

第
五
イ
二
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ナ
チ
ス
の
農
業
努
働
政
策

第
五
十
二
容

停
五
日
慌

〆、
O 

ブL

き
て
ゆ
げ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
「
州
正
引
委
の
白
山
L
(
F
Z一戸ロ民
J
F
F
E
)
な
〈
仁
て
民
放
の
白
山
は
あ
り
え
な
い
民
放
の
問
山

は
そ
の
栄
養

U
M賀
川
口
に
依
も
す
る
。
約
逸
人
は
街
並
の
バ
ン
に
て
生
き
ず
る
べ
か
ら
下
よ
い
ふ
の
が
彼
等
心
停
一
雪
作
川
僚
と
た
り
て

ゐ
る
。
彼
等
が
如
何
に
こ
の
問
題
を
罰
則
世
嗣
し
て
ゐ
る
か
は
略
的
一
制
釘
列
二
一
保
に
「
引
人
以
行
々
氏
放
の
紫
芸
(
7『

Z
E
E
-占

E
5
5

〈

C
F
切
る
と
過
剰
人
口
の
移
住
の
低
に
土
地
を
引
求
す
」
と
い
ひ
、
同
七
僚
に
「
五
日
人
は
凶
一
也
が
第
一
忙
剛
山
氏
む
生
法
北
に
生
約
一
川
能

州
日
(
『
t-256江戸
nvE時
)
に
つ
き
で
配
地
を
な
す
べ
き
義
務
を
負
ふ
こ
と
を
要
求
す
る
↑
と
な
し
て
ゐ
る

r徴
し
で
も
切
か
で
あ
ら

r 
ノ。

市-
K
民
会
人
口
に
よ
り
て
ヂ
ル
7

ン
の
血
を
加
持
し

H
つ
克
に
そ
れ
を
併
列
せ
ん
と
す
る
政
策
は
最
も
ナ
チ
ス
的
特
色
の
乱
る
も

の
で
あ
る
。

ナ
チ
ス
の
一
氏
族
主
義
は
一
方
に
於
て
料
品
川
的
結
合
を
一
向
淵
す
る
と
共
に
他
十
々
に
於
て
は
血
統
的
判
合
を
抗
告

代
加
を

以
て
「
血
と
血
的
及
川
和
合
」

(
E
E
E
L
Z
5
E
E唱
〈
E
M
E
-
-
g
-
5乙
で
あ
り
、
「
生
物
的
・
日
然
的
叫
一
」

(EvTEucrp
コ三

E}一r-z

E
Z
V
Z
)
で
あ
り
又
「
血
の
共
同
悌
」
(
国
EURo-HMmEEzm)
で
あ
る
と
な
す

c
川Ium
は
川
の
剣
山
]
に
か
L

り
耐
の
品
川
応
を
似
札
る
。
際

史
は
民
族
が
血
の
純
潔
を
似
っ
と
き
に
従
え
る
が
出
泌
す
る
と
き
に
殴
孫
し
て
ゆ
く
と
と
を
敦
〈
る
。
リ
ー
悦
山
間
午
に
於
て
は
さ
れ
ば

こ
の
血
の
原
却
に
よ
ら
ざ
る
を
え
山
。
か
〈
む
如
き
血
の
折
門
限
を
も
っ
ナ
チ
ス
に
と
り
で
は
従
O

て
叉
血
む
純
泌
・
似
全
・
川
市
引
と

い
ム
と
と
が
氏
放
政
策
の
最
も
北
本
的
な
も
心
と
な
ら
ざ
る
を
え
む
。
附
し
で
か
〈
の
如
き
血
心
政
策
か
ら
み
る
と
ホ
c
長
以
こ
そ
品

も
愛
護
す
べ
き
も
り
で
あ
る
。
仰
と
な
れ
ば
法
氏
は
れ
市
民
に
比
し
て
活
か
に
多
一
〈
皿
山
純
淑
を
似
う
て
い
相
り
似
時
的
で
あ
り
日
ウ

仰
に
弘
氏
こ
そ
は
凶
川
刊
の
「
利
引
き
は
と
こ

ztLEv)
で
あ
り
代

M
的
丸
山
班
長

(
h
p
h
i
z
-
4

α
 

政
の
注
持
者

2
5民
主
で
あ
る
と
せ
ら
る

k
m
で
ゐ
る
ご
吹
K
~
人
以
内
山
い
払
川
と
血
の
件
竹
川
村
と
い
は
ァ
チ
ス
が
世
代
に
馴
抗
す
る
わ
川
も
l-

へ
た
る

任
務
な
る
が
、
そ
の
一
外
に
、
げ
ゲ
A

マ
ン
村
川
や
主
化
心
也
政
省
と

L
て
、
如
、
き
兵
ー
の
副
作
、
仏
間
有

C
し
で
或
は
ひ
へ
工
業
原
料
白
仏
、
斡
者

多
立
山
川
で
め
る
c

ト

J

J

L

-

J

て
正
り

H

J
一利

r Je~~e r.， Vo]k uncl、、 irbchaftS. Jミ2
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専
と
し
て
諸
多
の
使
命
を
托
し
て
ゐ
る
と
と
は
い
ふ
ま
で
も
た
い

3

以
上
に
よ
り
て
ナ
チ
ス
政
治
の
下
に
於
け
る
山
民
主
及
ぴ
庄
は
刊
の
任
総
は
川
に
さ
れ
た
と
川
山
は
れ
る
が

と
の
住
訪
を
川
市
さ

1
む
る

鴻
に
は
従
来
の
農
北
政
策
伊
一
根
本
的
に
縫
ホ
し
な
け
れ
ば
な
ら
由
。

京

L
H川
中
川
~
の
如
く

白
山

k
義
的
民
法
政
策
で
は
辺
氏
に
糸
川
市
同

的
・
閥
系
的
使
命
に
針
す
る
自
任
も
た
け
れ
ば
組
紋
も
な
〈

H
Z
世
村
人
口
減
山
引
の
仙
川
北
は
智
一
仇

h
出
村
に
は
円
以
円
!
凶
氏
の
業
主

を
十
二
分
に
似
給
ナ
る
能
力
が
た
く
在
っ
て
ゆ
く
。

然
も
山
出
村
人
円
の
減
少
は
一
凶
の
人
H
榊
加
率
を
減
退
せ
し
め
血
心
的
山
と
l

」
の
農
村
の
使
命
も
亦
時
は
れ
て
ゆ
〈
か
ら
で
あ
る
。

ナ
チ
ス
の
長
業
及
び
山
政
村
阿
佐
山
政
慨
を
澗
る
に
、
た
づ
第
一
に
今
岡
の
也
氏
を

つ
の
岡
山
間
に
糾
合
し
凶
京
は
之
に
よ
り
て
足
代

を
狩
v川
干
し
統
制
す
る
こ
と
、
し
た
。

ラ
イ
ヒ
信
義
峨
一
分
間

(HECEm--223
の
次
世
之
で
一
山
り
る
。
第
二
に
は
糸
川
州
の
民
地
内
行
政

的
行
迎
主
国
交
の
千
に
移
し
、
凶
円
抵
の
千
に
よ
り
て
新
し
‘
菅
原
理
の
下
に
良
地
を
再
分
配
す
る
に
4
4

っ
た
。

七
地
制
度
の
た
改
干
で

あ
る
。
ラ
イ
ヒ
世
製
作
h

地
川
(
同

2
F
5
5
0『
一
の
役
目
之
で
あ
る
。

第
一
と
第
一
一
と
に
l
り
て
新
し
き
民
法
制
広
の
刊
怖
が
組
み
札

て
ら
れ
た
が

高
時
代
の
世
主
政
策
白
川
h

へ
敗
は
州
民
民
に
多
〈
の
負
引
を
作
ら
し
め
て
ゐ
た
。
農
民
を
と
の
抗
日
仲
ー
か
ら
併
比
す
る
に
咋

ざ
れ
ば
折
内
の
新
政
策
の
下
に
も
彼
等
は
浮
ぴ
上
る
を
え
な
い
。
ル
地
に
於
て
か
第
二
一
に
同
夜
は
辺
氏
の
悦
却
に
乗
り
川
し
た
。

は
何
れ
も
新
し
き
出
村
持
例
此
筑
の
品
本
的
前
提
を
な
す
も
の
左
る
が
放
に
そ
の
い
'
u
f
を
川
に
し
て
は
か
な
け
れ
ば
た
ら
由
。

ラ
イ
ヒ
徒
安
峨
八
λ
闘
は
上
辿
の
如
く
会
凶
の
加
治
山
政
M
I
を
糾
合
す
る
同
刊
で
あ
る
が
、
詳
し
く
い
へ
ば
州
通
川
」
J
L
が
刊
の
外
出
足
協

同
組
合
・
農
産
物
取
引
来
・
山
m
L
d
物
加
工
式
者
を
介
む
一
花
組
純
で
め
る
c

阿
川
八
に
川
公
安

E
引
給
す
る
似
命
を
県
す
に
は

m
d有
の

み
な
ら
や
加
工
業
者
・
版
賢
説
者
ま
で
も
制
却
す
る
必
叫
あ
り
と
し
て
か
く
そ
の
構
成
け
の
粕
川
を
術
げ
た
の
で
あ
る
。
ラ
イ
ヒ
川
人

ナ
チ
ス
円
車
業
停
曲
此
策

箭
五
十
二
巻

悼

五

雄

ノ、
O 

九

之
等
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11尚111此研究令都ヲチス杭f同法 p. Ii3-9 
h. E、n"旧i江乙ご乙、 })a"内 】Kえ白e白且C山hSITli川'"山討叫l廿r円l叩山U山"刊】n-[品u了 》五4γrni引il山hrlln】ln[ロ， u川nrl1
1刊(1. (ì~:紅一互 E肝円!行ト-一一引列肌， 1止t 、 ド ノ ソi土v仇、 --:，. 為 h凶M引ρF戸"叩刊つt':，:11;民'，;:ユ/口J柑令司EごA♂tて F

7) 

S， 



ナ
チ
ス
の
農
業
持
働
政
策

第
五
十
一
巻

第
五
披

ho阿

Jc 
lJL] 

養
峨
八
J
閣
が
そ
の
同
家
的
使
命
を
川
市
す
瓜
に
は

そ
れ
が

う
の
共
同
開
に
結
成
せ
ら
れ
生
産
か
ら
販
且
一
円
以
に
一
日
る
司
会
泊
料
を
}
迎
じ

あ
ら
ゆ
る
部
門
に
於
け
る
人
々
の
祈
動
が
計
罰
的
合
流
的
に
行
は
れ
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
か
〈
て
ラ
イ
ヒ
供
奈
川
川
分
間
の
挟
能
は

壮
合
的
・
政
治
的
に
は
、
羽
逸
農
民
を
一
つ
の
布
終
的
単
位
に
統
合
し
て
そ
の
利
経

P
助
長
す
る
と
と
、
成
れ
の
粧
情
的
利
合
的

諸
問
題
を
庇
到
す
る
と
と
、
民
業
界
に
於
け
る
各
科
利
一
杭
問
般
の
出
和
を
は
か
る
こ
と
、
初
挽
~
以
刊
一
仁
川
問
M
I

仕
川
上
の
使
命
》
一
円
何
日
比

せ
し
む
る
こ
L

、
特
に
は
後
に
辿
ぷ
る
判
製
法
地
制
度
L
基
〈
行
政
に
協
力
せ
し
む
る
と
と
等
に
あ
る
が
、
結
例
的
・
技
術
的
に
は

生
丙
の
増
加
と
似
栴
の
測
地
ん
を
は
か
る
と
と
が
最
も
軍
一
大
友
る
任
務
で
あ
る
。
か
〈
て
珂
論
的
に
は
ラ
イ
hr
一
柴
北
在
職
分
聞
の
ぷ
ぃ
止
に

よ
り
て
農
民
社
合
の
安
定
が
保
た
れ
、
農
業
生
産

h
が
著
し
く
逃
炭
せ
し
め
ら
る
己
と
t
A

在
つ
介
。

次
に
ラ
イ
ヒ
町
製
民
地
(
芦

2
7仏

R
E
o
-
は
ナ
チ
ス
が
古
代
の
い
ケ
ル
マ
ン
的
f
1
地
相
航
制
民
主
佐
川
せ
し
め
た
る
も
の
と
い
は
れ

る
。
白
山
主
義
時
代
に
は
ム
心
地
は
中
田
町
買
故
機
む
針
象
と
な
り
て
日
山
に
せ
の
川
市
椛
を
移
動
し
た
る
が
此
に
民
民
も
亦

l
地
か
ら
辺

航
す
る
に
五
り

土
地
に
哉
氏
が
結
ぼ
れ
て
不
動
的
に
同
家
目
的
に
奉
仕
す
る
と
い
ふ
と
と
が
不
可
能
に
在
ウ
て
ゐ
た
c

ナ
チ
ス
は

か
く
の
如
吉
ゴ
地
別
肢
を
市
む
る
に
非
ざ
れ
ば
、
農
民
か
ら
同
氏
的
付
栄
養
の
引
給
を
計
説
的
に
交
け
る
と
い
ふ
と
と
は
期
待
川
来

vι

一
定
の
土
地
|

l
渋
川
八
の
家
族
の
生
析
を
支
持
し
う
る
に
足
る
川
引
を
布
す
る
。
何
し
む
南
青
百
一
一
十
五
ヘ
ク
タ
ー
と

在
す
ー
ー
を
町
製
法
地
と
友

L
、
そ
れ
は
武
久
に
家
骨
と
し
て
州
統
せ
ら
る
べ
〈
‘
絶
知
的
に
町
民
・
役
機
・
折
山
川
の
針
象
と
な
し

い
と
た
し

え
ざ
る
も
の
と
な
し
、
然
も
そ
れ
は
「
秩
序
正
し
〈
終
判
す
べ
き
義
治
」
を
ぶ
せ
ら
れ
と
の
義
務
に
反
す
る
も
の
は

h
地
を
恥
上

げ
ら
る

l

ぶ
も
の
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
6

か
lλ

る
制
度
に
よ
り
で
ゆ
く
と
も
一
定
円
山
町
ι地
は
凶
川
目
的
地
主
主
比
を
叫
給
す
る
板
門
技
と
し
て
不
動

的
心
も
の
と
た
わ
、
又
!
日
l
h

ろ
附
裂
民
地
を
川
右
一
9

る
民
主
人
を
川
制
民
日
比
(
目
V
E
-
-
h
)

な
り
と
し
て
彼
等
に
岡
山
円
咲
萎
む
叫
給
者
と

}

う

し
て
の
去
任
と
信
州
よ
込
一
附

m、L
-
凶
民
共
同
制
心
情
訓
丸
一

3455LnLqEZEo--rき
在
り
と
し
で
之
を
土
袖
と
翰
点
、
J

同 iqiiiFi?2出51:::に:



に
ヘ
づ
っ
た
。

ナ
千
ス
政
策
の
動
か
ざ
る
限
h

り
哨
地
に
於
廿
る
「
官
の
イ
川
と
長
氏
ー
と
日
原
〈
結
ぼ
れ
て
必
伊
立
市
に
祥
事
J
a
e
〈
〈

識
に
杭
抱
一
同
以
わ
川
内
平
均
の
引
給
じ
M

川
俣
せ
ら
る
iλ

で
あ
ら
う
c

か
l
A
Z
川
広
が
机
一
息
長
日
れ
の
人
ロ
を
で
大
に
緋
特

L
日
心
設
反
吐
し

む
る
某
礎
を
阻
(
へ
た
る
も
の
と
し
て
、
郷
て
又
げ
ゲ
ル
マ
ン
白
血
を
利
払
し
掛
け
姉
寸
る
源
泉
を
稲
保
し
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
ラ
イ
ヒ

位
裂
農
地
制
に
よ
り
て
猟
迩
土
地
制
肢
・
設
業
経
消
制
度
・
町
民
村
宗
放
制
広
は
根
本
的
に
立
て
直
さ
れ
、
同
氏
心
純
益
と
血
と
は
此

出
陣
を
中
心
と
し
て
不
断
に
供
給
さ
れ
る
こ
と
L
な
っ
た
。
而
し
で
か
L
る
附
襲
農
地
は
概
算
で
は
約
百
市
内
経
特
に
上
h

り
淵
迩
農
業
削

杭
の
約
五
四
%
に
及
び
う
る
と
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
己
の
ラ
イ
ヒ
町
出
世
地
問
に
よ
り
て
も
知
ら
る
h

如
〈
、
ナ
チ
ス
は
光
来
立
村

に
於
け
る
人
口
明
殖
政
策
及
ぴ
枇
品
目
的
針
立
の
併
前
と
い
ふ
枇
Amu
政
質
的
文
易
か
ら
他
ス
主
た
る
中
小
佐
持
を
あ
ノ
く
作
る
こ
と
を
N
H

て

山
川
想
と
な
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
さ
て
主
人
は
判
巡
の
十
時
農
業
抑
制
を
清
抑
す
る
仕
事
と
し
て
県
民
負
債
償
却
の
川
匂
に
政
ぱ
引
い
ば

ナ
チ
ヌ
は
上
述
の
如
く
農
業
制
広
の
根
本
的
都
市
在
企
つ
る
と
同
時
に
甲
く
も
長
栄
負
伯
脱
却
に
計
千
し
、

年
六
月
に
農
業
負
的
整
別
法
(
口
町
民
N

号
耳

-
E
E己
Z
E
E
-巳戸
O
E
E
E
m
E
p
t
E
m
)
を
渡
布
し
た
。
若
し
ナ
チ
ス
は
「
虫
氏
献
に
長
夫

な
ら
ぬ
。

ブL

は
彼
等
の
経
世
が
過
去
の
債
務
負
拾
か
ら
併
放
さ
れ
、
新
し
き
姐
亦
債
務
に
苦
し
む
乙
し
ら
左
き
秘
に
保
殺
せ
ら
る
、
に
よ
り
て
始
め

て
モ
の
任
務
を
川
市
し
う
る
」
と
泣
す
が
放
で
あ
る
。
と
の
法
律
の
目
的
は
民
主
の
負
似
を
定
の
松
広
に
即
ち
「
州
民
主
将
凡
打
い
が
そ
の

収
入
に
よ
り
粧
皆
者
及
び
そ
の
宋
肢
の
生
討
を
支
へ
て
そ
の

k
に
利
則
及
ぴ
償
却
を
た
し
う
る
程
度
に
引
き
下
げ
る
に
あ
る
」
。
そ
の

方
法
と
し
て
は
自
ら
負
似
を
償
還
し
え
ざ
る
良
氏
に
所
轄
裁
判
所
へ
何
一
的
然
別
手
紙
を
甲
古
川
せ
し
め
裁
判
所
心
仇
定
す
る
負
的
問
却

局
在
し
て
之
が
応
迎
に
日
ら
し
む
る
。
負
仏
償
却
の
具
山
間
的
格
別
方
法
は
協
定
あ
り
川
町
川
和
制
川
あ
り
川
蚊
あ
り
冗
木
切
ド
げ
あ
り
利

一j
限
定
あ
り
複
雑
で
あ
る
が

抽
山
市
務
を
現
金
約
却

!
P
L

飢
務
的
却
詑
な
に
よ
る
引
却
し
」
年
以
償
還
等
に
一
分
ち
償
却
川

L
亦
之
が
償
法

を
負
捲
ず
る
こ
と
、
し
た
。
と
の
農
業
角
山
川
償
却
の
外
に
史
民
政
桝
債
と
し
て
十
チ
ス
は
小
判
人
保
設
法
令
」
溌
仏
し
て
、
山
川
と
し

ナ
ザ
ス
の
毘
業
勢
働
政
策

第
五
イ
二
巻

ハ

O
五

第
五
臨

プし
1i. 
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サ
チ
ス
町
農
業
持
働
政
策

停
五
十
一
一
世

ハ
O
六

第
五
披

プL
〆、F

て
地
主
が
一
万
的
に
小
作
関
係
を
消
滅
し
え
ざ
る
も
の
L
J
d
し
、
正
山
』
正
式
強
制
執
行
保
誕
令
に
よ
り
て
改
定
的
防
に
対
す
る
加
川
執

行
を
い
祭
止
し
て
ぬ
た
。

さ
亡
一
九
人
は
フ
イ
ヒ
栄
養
峨
分
間
・
ラ
イ
ヒ
世
襲
農
地
法
・
農
業
負
山
川
柊
現
法
等
々
を
述
べ
来
っ
た
の
で
あ
る
が
、
之
に
よ
旬
て

人
々
は
新
し
き
ナ
チ
ス
澗
逸
に
於
け
る
農
民
の
任
務
・
相
紋
・
州
民
地
万
ぴ
伎
一

km川
・
役
時
物
の
市
場
政
策
・
民
民
心

th
制
度
か
ら

の
併
放
等
主
叫
に
し
え
ら
る
h

で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
か
〈
の
如
苦
渋
業
及
び
農
村
の
組
本
的
同
盟
中
は
ナ
チ
ス
の
世
界
仰
の
北
川
礎
を
な

す
氏
肢
の
叫
化
の
鴻
で
あ
る
。
ザ
ル
マ
ン
の
血
に
ザ
ル
マ
ン
の
栄
養
を
給
せ
ね
ば
友
ら
ね
が
け
ケ
ル
マ
ン
心
血
が
航
え
れ
ば
刑
え
る
作

之
に
給
す
る
柴
誌
も
附
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
お
。
子
、
氏
は
一
一
位
忙
山
政
村
の
血
と
策
誌
の
供
給
者
で
あ
る
の
み
左
ら
中
、
都
市
の
人
口
L
」

供
養

ω
州
給
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。
而
し
で
か
、
る
目
的
に
米
日
せ
し
む
る
錦
に
段
誌
と
渋
川
刊
の
組
純
は
今
や
、
モ
の
叩
怖
を
了

へ
た
。
と
れ
よ
り
は
、
と
の
決
議
と
哉
氏
に
針
し
て
最
大
仰
の
能
力
主
張
叩
せ
し
む
る
こ
と
で
あ
る
。
栄
養
の
帥
日
航
政
策
は
生
岸
戦

2
5戸-mF戸
口
氏

E
n
E
R
E
)
の
相
認
の
下
に
、
而
し
て
人
口
明
殖
は
農
民
に
「
血
の
源
供
!
?
「
同
聞
け
は
の
若
き
県
」
た
る
の
目
先
を
促

L
、
II 
勺

十
四
婦
や
筑
児
の
保
誌
に
よ
り
て
生
め
よ
捕
や
せ
よ
の
政
策
と
友
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

ナ
チ
ス
の
詑
〈
し
地
と
血
の
版
理
は
一
仰
山
間
係
を
も
っ
。
山
肌
即
ち
人
門
主
的
刺
せ
ん
と
す
れ
ば
続
々
栄
養
を
多
〈
叫
し
、
来
苔
を

多
〈
国
民
に
日
給
せ
ん
と
す
れ
ば
八
社
々
財
力
的
山
ち
人
口
を
与
く
泌
す
。
而
し
て
相
裂
民
地
の
み
七
な
ら
ば
民
主
貯
仰
の
関
係
は
一
川
市
均

術
を
保
っ
と
と
に
取
る
が
，
川
嘩
の
知
く
山
製
品
地
と
な
る
の
は
会
可
材
記
地
の

一
部
に
す
ぎ
宇

三
位

i
u
l
f
J
1
z

ゾ
山
一

4
仙
日
ベ
イ
刊
出
v
h
t
詐

浅
さ
れ
て
い
山
り
て
そ
れ
ら
が
多
〈
の
世
主
将
仰
を
活
要
す
る
の
み
と
ら
や
、
ナ
チ
ス
政
策
の
ド
に
川
町
品
、
地
の
同
知
・
市
保
協
伯
作
告
の

川山
hM
・
分
附
せ
る
排
帥
の
特
別
得
に
よ
り
て
、
排
川
一
向
れ
引
が
蒋
し
〈
蝋
心
へ
せ
ら
れ
て
居
り
、
且
又
泊
路
・
如
門
川
・
前
提
白
梅
繋
ル
陪
軒
町



相
一
守
山
坊
に
虫
主
抑
倒
を
長
々
多
〈
必
要
と
主
ナ
に
王
っ
た
。

こ
れ
ら
に
必
裂
な
る
民
業
情
仰
を
如
何

ι仙
川
和
イ
る
か
と
い
ん
=
と
h

民
主
持
的
の
生
産
力
を

M
仰
に
す
れ
ば
、
北
大
山
に
設
制
せ
し
め
う
る
日
と
い
ふ
こ
と
が
ナ
チ
ス
民
主
的
州
山
政
債
の
北
川
十
小
川
回
で
あ

る。
必
要
た
る
農
業
持
働
》
一
世
村
に
供
給
す
る
政
策
と
し
て
ナ
チ
ス
の
取
れ
る
方
法
は
(
イ
)
民
民
の
離
村
・
土
地
逃
亡
の
喰
ひ
止
め
、

(
ロ
)
制
稲
川
悦
附
に
よ
る
人
口
の
市
加
、
(
ハ
)
持
似
v
h

巾
仕
や
農
村
手
仰
そ
の
他
で
あ
る
。
(
イ
〕
農
民
の
雌
村
を
喰
ひ
止
む
る
に
は
従
来

農
民
の
離
村
し
た
る

M
m
Nを
突
き
止
め
た
け
れ
ば
な
ら
血
が
、
ナ
チ
ス
は
之
を
以
て
農
村
教
育
の
快
陥
・
物
質
生
前
の
不
安
及
び
低

級
、
文
化
施
設
の
一
小
扱
・
無
制
限
た
る
向
山
川
移
動
等
に
よ
る
と
な
す
。
か
く
し
て
た
づ
農
村
教
育
に
力
を
花
山
町
ナ
チ
ス
的
世
界
概
・

民
族
問
か
ら
川
殺
す
る
山
五
日
比
の
時
分
の
認
識
・
「
世
氏
の
名
和
」

(
F
5
2
0
7
5
)
に
制
す
る
白
斑
伊
一
促
す
。

物
質
的
生
前
の
不
安

r
就

て
は
ラ
イ
ヒ
栄
養
峨
分
間
に
土
り
で
州
立
地
泊
料
併
の
安
定
が
は
か
ら
れ
る
と
共
に
抑
制
者
に
判
し
て
は
特
に
そ
の
性
申
じ
の
改
抗
日
に
針

L

て
凶
A

徒
は
判
別
似
政
策
を
柑
て

L
ゐ
る
。

γ
〈
化
施
設
の
改
符
策
と
し
て
は
足
利
に
件
犯
の
民
主
に
山
附
す
る

4
川
製
校
や
同
判
的
博
物

飢
を
側
双
す
る
の
外
、
澗
逸
材
町
制
服
机
は
沼
田
川
刺
十
一
廿
山
県
ム
官
を
川
併
す
る
。
民
主
持
働
に
従
山
中
せ
る
和
験
あ
る
も
の
は
妄
り
に
仙
北

に
就
く
と
と
を
得
在
い
法
律
的
制
限
が
附
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
山
川
こ
の
農
村
逃
亡
防
止
に
刷
聯
し
て
ナ
チ
ス
が
政
柳
波
利
払
時
大
都
市

に
於
げ
る
失
業
克
服
の
手
段
t
F
一
し
ア
多
く
の
失
業
者
を
山
村
労
働
に
配
出
し
た
る
乙
と
は
忘
れ
て
は
な
ら
ね
。
(
ロ
)
官
〈
人
の
知
れ

b
 

る
如
く
、
ナ
チ
ス
は
一
般
に
結
納
を
奨
附
し
て
判
明
貸
付
金
ま
で
も
設
付
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
わ
け
て
も
世
村
の
結
納
を
奨
刷

L

て
農
村
人
円
の
増
加
を
は
か
つ
て
ゐ
る
。

一
九
三
八
年
F
1
リ
ン
グ
の
渡
し
た
訟
令
に
よ
れ
ば
、
農
村
に
於
け
る
料
航
貸
付
合
内
、
返

怖
に
は
猶
抽
出
否
時
に
は
免
除
の
可
能
性
も
興
へ
ら
れ
‘
夏
に
規
定
の
抗
体
件
に
よ
り
て
こ
の
貸
付
金
は
多
年
の
忠
貫
な
る
長
ザ
持
仰
の

後
に
は
貯
肌
(
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ

U
う
る
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
(
ハ
)
猟
逸
青
年
の
抑
働
恭
仕
は
法
律
的
に
日
制
さ
れ
て
ゐ
る

ω
で
あ

ヲ
チ
λ

の
農
業
勢
働
政
策

第
五
十
二
巻

ハ
O
七

第
孟
時
都

九

七

人口政策と人桶政相(新明記凶京大事革ー笹 P.369-438)
H. LJel氾 rschaar，a. a. O. S. 31 
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ナ
チ
λ

白
農
業
勢
働
政
策

第
五
十
二
巷

第
王
披

ハ
O
八

プL
f¥、

る
が
、
そ
の
来
仕
聞
の
友
す
事
業
は
農
地
羽
水
史
地
誕
瓶
・
土
州
知
返
作
業

-m押
印
地
問
型
・
荒
蕪
地
問
型
・
氾
佐
防
止
耕
地

盤
理
・
海
岸
地
埋
立
・
移
林
氏
事
主
・
道
路
工
事
・
木
路
工
事
等
対
ど
民
主
的
労
働
左
心
で
あ
る
c

こ
れ
が
大
な
る
長
村
抑
的
の
袖

給
と
な
っ
て
ゐ
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
た
か
ら
う
。
女
子
青
年
の
持
働
奉
仕
は
未
だ
部
一
分
的
に
止
っ
て
肘
り
、
そ
れ
は
出
J
円
史
家
の

家
庭
持
働
の
制
切
を
主
と
し
て
ゐ
る
様
で
あ
る
c

と
の
一
外
、

N
・
日
間
判
逸
姉
人
聞
の
行
う
て
ゐ
る
未
仕
事
誕
・
母
子
保
護
事
北
・
長

利
一
夜
陪
見
管
事
業
等
も
亦
己
れ
州
北
村
持
倒
の
制
助
と
な
っ
て
ゐ
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
以
ド
之
主
要
す
る
に
料
判
的
物
抗
的
に
又

行
政
的
・
法
律
的
に
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
誹
じ
で
長
北
持
仰
の
快
給
を
行
っ
て
ゐ
る
と
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

翻
っ
て
五
円
人
は
農
業
持
倒
の
生
産
力
を
丙
む
る
伐
に
ナ
チ
フ
は
如
何
な
る
政
策
を
樹
℃
つ
t
A

あ
る
か
む
問
題
を
巧
察
す
る
と

L
よ

う

ナ
チ
ス
に
於
け
る
充
分
な
る
岡
氏
笑
芸
の
供
給
の
必
要
は
戦
時
出
制
に
入
る
に
及
ん
で
愈
々
大
と
た
り
所
前
生
岸
戦

2
2
2
R
E

m
g
n
E
E三
を
開
始
す
る
に
王
っ
た
り
で
あ
る
が
、
設
業
生
産
力
を
一
同
む
る
方
法
と
し
て
ナ
チ
ス
は
(
イ
)
農
業
粧
品
目
に
於
け
る
人
の

和
を
か
は
ら
ん
と
し
て
世
業
統
持
を
綬
市
し
、
(
ロ
)
農
業
附
目
的
教
育
を
向
上
せ
し
め
、
(
ハ
)
各
種
の
持
倒
保
設
政
策
h
k
施
し
つ
L

あ

る
。
最
近
に
は
史
に
(
三
持
倒
の
配
世
が
緊
念
の
問
題
と
た
っ
て
来
て
ゐ
る
。
(
イ
)
農
業
絞
符
組
織
の
挺
革
は
川
剖
「
粧
符
共
同
胞
L

(回

5
5
E
m
g
E
D
E
E
D
)
の
形
式
に
よ
り
て
表
現
さ
れ
る
。
粧
品
山
北
ハ
同
酬
聞
は
ナ
チ
ス
革
命
直
後
の
「
同
氏
弘
働
の
秩
一
片
法
一
(
(
目

z
r
N
Z『

ph】
ロ
レ
】
】
岡
青

:
E
E
E
F
P
M
E
E
F
)
(〉
コ
ロ
)
に
よ
り
て
生
ま
れ
た
る
所
に
し
て
、
今
日
の
ナ
千
ス
故
国
の
下
に
於
て
は
車
に
商
工

ー
の
み
た
ら
や
民
主
紅
肘
ー
も
こ
の
町
引
に
よ
り
て
改
組
せ
ら
る
L

E
と
与
な
っ
た
の
結
机
'h
は
利
己
の
お
に
非
干
し
で
回
復
目
的
に
奉

日
す
る
も
の
と
さ
れ
、
経
侍
桁
導
者
の
下
に
企
北
京

l
i質
際
的
に
は
企
来
安
が
同
時
に
絞
性
的
指
導
者
と
た
っ
て
ゐ
る
i
ー
ー
と
弊
的

者
と
が
協
力
共
仰
の
附
Mm
に
む
る
べ
く
、
州
し
て
企
業
家
と
持
似
有
と
の
柿
利
は
平
等
吉

E
c
p
r
B
E
E
-
z
w
で
色
り
で
軸
晴
嵐
主
民

iiiよ骨子宮号、ス告書zrz坑てniL向。



の
関
係
は
在
〈
、
労
仰
者
が
m川
崎
r
持
準
者
に
灯
し
ご
忠
誠

(HRE)
の
義
務
を
負
ふ
と
何
時
に
が
川
市
門
杭
事
者
は
ヌ
掛
川
#
，
ト
割
L
て
耐

利
つ
ま
一
回
一
)
を
は
か
る
の
義
務
を
血
ふ
c

か
〈
し
ナ
名
賀
共
に
れ
刊
を
共
同
開
化
せ
ら
石
、
時
に
「
制
A

刊
の
千
和
」
↑
!
済
的
の
平
和
一
は

保
た
れ
て
生
産
能
率
主
務
叫
し
う
べ
し
と
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
民
主
の
託
料
共
同
間
に
あ
わ
て
も

と
れ
ら
に
何
等
の
積
一
見
が
た

ぃ
。
へ
と
民
業
界
的
較
有
の
改
引
に
枕
て
は
之
を
一
般
的
教
育
L
し
引
門
的
教
育
と
の
二
方
耐
か
ら
み
な
付
れ
ば
な
ら
白
。

ナ
チ
ス
は

新
し
い
世
界
抑
・
民
族
慨
に
よ
り
て
白
山
主
義
時
代
目
料
品
析
を
根
本
的
に
俊
平

L
版
業
的
身
分

(
Z
E
Xご
芯
識
と
共
に
暇
業
教
育
を

凱
忙
小
早
校
時
代
か
ら
加
味
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
土
地
の
相
似

(
C
E同文
Z

E
ぬ
)
及
び
肌
の
似
値

(
E
E
Z
E
n
)
の
阿
川
に
よ
わ
て

農
民
の
教
育
に
は
特
に
主
告
を
世
い
て
ゐ
る
。

か
く
し
て
農
民
の
帥
目
的
精
一
利
も
新
に
せ
ら
れ
て
民
支
持
働
の
能
率
を
円
九
心
的
め
つ
i
h

あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
山
政
栄
弊
仰
を
以
て
一
の
本
刊
労
働

(HFPFEュE
C
友
り
と
一
な
す
見
地
に
白
川
う
て
新
し
い
教
育
方
訟
を
制
ι
止

し
て
ゐ
る
0
1

剛
山
菜
は
他
の
商
工
業
に
針
し
て
一
個
心
不
門
弊
働
た
る
が
、
析
し
由
民
主
の
刊
刊
以
上
商
工
主
に
於
け
る
恥
く
そ
の
狩
仰
は

始
め
よ
り
特
時
代
化
さ
る
k

を
討
さ
す
、
「
川
ι必
の
喜
一
仕
事
の
一
階
性
」
に
刷
み
て
主
主
労
働
者
は
民
誕
の
あ
ら
ゆ
る
部
門
・
遡
仰
に

通
ぜ
ね
ば
友
ら
む
と
た
し
て
正
づ
充
分
に
謀
本
教
育

(
P
E
E
H
E
E
L
5
6
を
仙
し
然
る
後
利
々
の
専
門
利
用
一
的
叉
は
技
術
的
核
育
を

施
す
の
順
序
ー
と
な
っ
て
ゐ
る
。
別
ナ
チ
ス
時
代
に
至
っ
て
己
れ
ら
の
専
門
戸
十
校
が
多
く
建
試
せ
ら
れ
た
。
(
ハ
)
民
主
将
wv
に
於
け
る
妙

倒
保
設
の
基
本
は
凶
氏
捗
仰
秩
序
法
(
〉

C
E
)
に
よ
り
て
制
定
せ
ら
れ
、
経
山
川
町
一
布
地
下
者
は
同
日
働
者
の
耐
利
に
任
宇
る
義
務
が
あ
り

終
日
付
規
定

(
F
E
F
u
o
E
2
2
間
)
に
は
抗
倒
保
例
へ
ば
担
倒
時
間
・
柏
町
鉛
・
休

ω等
が
規
定
せ
ら
れ
、
「
帥
町
仰
凡
人
組
日
」
(
『
?
の
己
己
主
】
2
L
2

〉
吋
官
民
)
の
認
可
を
う
け
且
っ
そ
の
此
替
の
下
に
賀
行
せ
ら
れ
る
こ
と
と
た
う
て
ゐ
る

c
こ
の
外
ラ
イ
ヒ
と
栄
養
峨
分
間

(HEc--vzr

Z
D
a
)
は
長
支
持
仰
の
舵
伽
者
と
被
一
M
川
川
者
と
の
聞
の
持
働
法
上
叫
に
枇
ム
官
口
上
心
開
係
の
制
棋
に
引
っ
て
民
り

え
れ
命
似
除
に
於

て
は
疾
病
保
険
・
成
疾
保
険
・
負
似
保
険
等
に
於
て
経
符
指
草
者
に
出
金
負
時
の
義
務
を
課
し
て
ゐ
る
c

十
チ
ス
政
彬
は
引
に
弊
飢

ナ
ザ
京
出
農
業
勢
働
政
策

第
五
十
二
を

J

ハ
C
九

第
一
市
川
腕

-Jc 

九

H. UebeT.~chaarJ u. a. (J. S， ::!I 
l L Ue her~chaar ，ユ a. O. 5. 22-2， '9) 
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ナ
チ
ス
の
農
業
崎
町
働
政
策

第
五
十
二
巻

第
五
競

O 
C 

〆、

O 

者
の
何
宅
改
誌
に
杭
倒
的
た
態
度
を
と
り
、
住
宅
は
道
徳
上
・
保
他
上
仙
川
知
た
き
も
の
た
る
べ
く
、
既
偶
者
に
は
子
供
の
数
を
巧
服

ナ
ペ
く
、
約
身
者
D
刊
宅
に
は
阿
川
房
鈍
・
床
・
机
・
椅

f
・
前
笥
・
況
烈
揚
が
備
へ
ら
る
ベ
〈

私
去
を
提
供
す
ぺ
く

叉
仕
込
第
働
者
に
は
J
b
J
T

似
の

市
も
モ
の
私
室
は
熔
応
・
油
凪
の
ル
バ
怖
が
あ
り
床
そ
の
似
の
附
町
出
品
を
怖
ふ
べ
き
と
と
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
c

史
に
ナ
チ
ス
の
自
ら
誇
る
r即
日
休
収
(
E
H
O
V
E
A
E
E
r
)
を
並
べ
在
け
れ
ば
友
ら
由
。
ナ
チ
ス
時
代
に
た
り
て
綿
て
の
世
主
土
の
釘

率
規
定

2
2『

O
R
L
E
自
己
に
は
前
菜
休
暇
の
規
定
が
あ
る
。

モ
れ
は

一
定
の
は
仲
間
川
の
下
に
白
銀
を
支
排
ひ
G

L
持
働
者
を
持
制
義
務

か
ら
解
放
す
る
も
の
に
て
一
日
ふ
ま
で
も
な
〈
そ
れ
は
肉
間
的
・
精
神
的
た
持
耐
力
の
回
復
の
河
川
で
あ
る
ロ
プ
ラ
ン

J

ア
ン
プ
ル
ゲ
心
釘

凶
-

率
規
定
に
よ
れ
ば
二
百
五
十
日
の
弁
働
日
の
後
に
は
六
円
印
の
休
暇
が
興
へ
ら
お
L
C

民
主
の
生
産
力
を
務
都
せ
し
む
べ
き
政
策
と

し
て
最
後
に
つ
一
)
持
的
配
世
(
〉
ユ
E
u
n
E
u
き
)
を
中
山
τへ
た
け
れ
ば
な
ら
山
。

2
 

せ
る
所
在
る
が
故
に
之
を
行
〈
が
、
持
仰
の
生
産
力
を
弦
抑
ぜ
ん
に
は
弊
働
力
を
昆
も
合
理
的
に
川
目
的
場
所
に
配
む
し
な
け
れ
ば
な

崎
山
似
配
世
の
一
般
的
原
田
に
就
て
は
川
人
の
肢
に
川
に

ら
む
。
琉
し
H
W
働
力
と
弁
的
場
所
と
の
川
町
慌
が
不
什
却
で
あ
る
場
合
、
野
働
能
力
主
充
分
に
殺
却
す
る
山
も
た
い
で
る
ら
う
か
ら
c

民
業
州
出
働
の
配
世
に
山
口
川
り
て
設
業
持
倒
を
陶
工
誌
に
料
、
干
る
こ
と
を
た
づ
防
止
し
、

一
九
三
一
四
年
五
月
心
持
制
配
位
規
制
訟
に
よ
り

ー
と
の
法
律
の
奴
力
資
生
の
日
又
は
そ
れ
よ
り
以
前
三
ヶ
年
に
史
北
に
従
事
せ
る
人
々
が
法
業
以
外
の
犯
管
叉
は
版
業
に
綜
川
せ

ら
れ
ん
と
す
る
に
は
ラ
イ
ヒ
長
官
心
計
可
を
叫
す
と
な
し
、
克
に
又
山
品
川
町

1m仰
の
市
一
川
叫
充
込
の
伐
に
、
」
打
札
定
の
冊
以
有
以
前
一
ん
に
の

別
問
に
以
来
に
従
事
し
ご
む
た
る
も
の
に
し
て
こ
の
規
定
後
十
叩
の
時
に
決
北
以
外
の

え
は
峨
業
に
従
事
し
て
ゐ
る
場
台
は
そ
の

絞
伐
の
企
業
家
か
ら
併
口
仰
せ
ら
る
べ
き
も
の
と
な
し
た
。
史
に
一
九
三
四
年
八
月
の
弁
側
配
分
に
枕
て
の
況
定
に
一
、
民
主
林
業
k

の
広
島
己
地
位
に
山
川
」
北
林
主
従
業
者
主
以
て
凱
め
え
ら
れ
ぬ
場
合
、
良
心
来
日
外
の
青
年
宇
以
て
J

ど
に
充
一
~
し
む
る
そ
う
と
た
し
、
更
に

ソ
九
州
説
は
悦
川
刑
法
主
併
例
円
主
亭
放
に
机
川
す
る
瓜
め
或
は
既
に
農
業
粧
九
時
に
従
事
し
て
ゐ
る
人
々
の
認
に
新
し
膏
家
政
住
宅
聖
臨
時

k
b
h
H
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設
す
る
場
合
に
は
昔
日
刊
誌
業
経
持
者
に
J

ハ
ケ
年
に
ば
り
て
辿
試
貨
を
補
則
す
る
と
と
と
主

L
r。

J

九
三
ベ
ハ
年
二
月
に
者
る
宇
、
ノ

寸
五
以
4
h
湖
心
澗
身
姉
人
が
公
私
の
い
J

川
町
一
五
ぴ
山
肌
に
叫
礼
服
せ
ん
し
」
寸
る
ぬ
合
に
は
少
〈
と
も
一
ヶ
年
以
に
長
村
一
位
所
又
に
家
事
4
弘

前
に
従
事
し
た
る
と
と
を
姑
目
的
千
艇
に
よ
り
て
諮
問
せ
ら
る
k

に
非
れ
ば

4
可
能
た
り
と
た
さ
る
t
h

に
主
っ
た
。
設
業
界
的
の
吸
欣

配
世
に
如
何
に
努
力
し
て
ゐ
る
か
宇
察
知
し
ろ
る
で
あ
ら
う
。

以
上
好
人
は
農
業
生
産
力
の
古
住
民
方
策
を
ほ
~
べ
来
っ
た
が
、
農
業
椛
同
行
の
改
組
と
い
ひ
、
農
業
設
品
目
州
民
の
改
革
と
い
ひ
、
立
主

労
働
保
謎
或
は
又
持
働
配
位
政
策
と
い
ひ
、
仰
れ
も
邦
県
在
る
芯
設
を
も
つ
の
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
市
山
政
策
の
似
仙
を
十
分
に

後
卸
す
る
に
は
根
本
に
於
て
は
欠
張
世
業
対
働
者
の
柑
川
改
造
に
咲
た
な
け
れ
ば
た
ら
お
じ
さ
れ
ば
川
院
の
革
新
と
共
に
粘
判
の
改

進
に
、
詳
言
す
れ
ば
ナ
チ
ス
的
町
界
相
・
民
放
仰
に
よ
る
新
し
き
共
同
閉
山
山
恕

さ
て
は
又
帥
目
的
特
川
の
日
入
に
大
な
る
努
力
を
什

ぎ
、
新
聞
・
ラ
デ
オ
・
映
霊
・
早
川
・
判
明
ム
術
等
あ
ら
ゆ
る
丈
化
機
闘
を
動
員
し
て
長
村
に
呼
び
か
け
て
、
不
断
に
仙
北
村
文
化
の
更
新

に
努
め
つ
t
A

あ
る
の
で
あ
る
。

「
土
地
と
血
の
即
日
」
・
「
職
業
的
身
分
応
恕
L

・
「
品
川
安
と
上
地
の
白
山
川
L

・
「
土
地
と
血
か
ら
の
新
J
U

族
」
・
「
農
民
の
名
押
し
・
「
民
民
岡
山
水
」
等
々
の
制
部
は
由
民
民
の
粕
川
を
掠
超
さ
せ
中
に
は
世
か
ね
で
あ
ら
う
。

結

~. 

古
人
は
以
上
ナ
チ
ス
の
農
業
界
的
政
策
主
活
べ
来
っ
た
が
、
今
之
を
県
折
す
れ
ば
、
供
廷
の
ア
ウ
タ
リ
キ

1
政
策
に
よ
り
て
民
主

生
尽
力
の
一
大
改
良
を
策
し
そ
れ
に
叩
膨
寸
る
持
働
政
策
を
樹
て
、
之
が
病
に
は
従
来
の
白
山
川
主
義
主
寸
て

lt版
業
的
身
分
秩
序
に

よ
り
て
決
業
従
事
者
を
芯
〈
「
ラ
イ
ヒ
栄
養
服
分
間
し
と
い
ふ
名
の
下
に
糾
合
し
、
」
ι
に
川
朗
氏
的
栄
廷
供
給
心
人
以
任
ー
と
名
恕
U

と
そ
が
』

は
し
む
る
に
至
っ
た
。
而
し
て
と
の
使
命
を
県
さ
し
む
る
伐
に
は
吏
に
迩
ん
で
上
地
制
度
主
改
革
し
て
所
前
ラ
イ
ヒ
刊
県
民
川
町
川
に

ナ
チ
ス
の
農
業
聾
働
政
策

第
五
十
一
一
巷

第
五
世

r、
〕
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ナ
チ
ス
の
農
業
努
働
政
策

第
五
十
二
審

第
五
披

C 

よ
り
て
農
民
を
土
地
に
結
び
つ
け
て
農
業
界
仰
の
伊
給
と
農
産
物
の
生
産
に
川
賞
刊
を
山
(
へ
、
一
史
に
農
業
、
人
口
の
増
加
の
お
に
離
村

を
防
止
し
結
婚
と
川
底
を
奨
励
し
た
。
ナ
チ
ス
は
民
業
生
産
力
心
改
良
山
偏
に
は
世
に
法
主
砂
川
削
人
口
の
附
加
の
み
で
た
く
、
持
仰

力
の
質
的
後
展
と
そ
の
一
組
純
白
改
主
い
に
挨
ざ
る
べ
か
ら
や
'
と
な
し
一
」
、
民
主
舵
也
を
川
町
共
同
館
的
に
改
刺
し
、
決
法
教
育
川
広
を

早
め
農
業
H
P
仰
の
保
謎
政
策
に
も
杭
似
的
方
針
を
樹
つ
る
に
至
っ
た
。
戦
時
間
制
に
入
る
に
及
ん
で
法
北
持
倒
配
位
の
人
口
別
化
に
い
ね

力
し
種
々
の
決
令
を
汲
有
し
て
ゐ
る
。
か
〈
の
如
き
ナ
チ
ス
の
農
業
界
側
政
策
は
知
日
月
の
聞
に
も
拘
ら
や
、
相
岱
左
殺
叩
引
を
県
げ

た
ゃ
う
で
あ
る
。
凶
民
的
柴
義
の
供
給
力
は
，
釦
一
次
町
非
戦
争
の
場
合
に
比
し
て
若
し
〈
進
み
民
村
人
口

L
若
し
く
品
川
加
し
つ
L

あ

る
。
そ
れ
は
国
家
緋
汀
に
よ
る
続
制
度
の
改
平
と
干
沙
並
び
に
丈
化
的
在
一
仰
の
綜
合
的
結
川
市
で
あ
っ
て
悩
J
り
町
然
で
あ
る
と
い
ふ
ぺ

き
で
あ
ら
う
。

今
、
ナ
チ
ス
の
州
託
業
政
策
に
品
川
て
若
干
の
批
判
を
試
み
る
た
ら
ば
、
ナ
チ
ス
州
以
来
及
ぴ
農
民
を
以
て
一
凶
の
本
礎
な
り
と
な
寸
こ

と
は

都
市
中
心
時
代
の
今
日
に
於
て
吾
人
も
三
川
山
す
べ
き
川
也
で
あ
ら
う

所
史
は
都
市
文
化
に
は
JM
に
逃
岩
刊
と
共
に
陵
町
制
作

が
う
き
糠
ひ
そ
れ
が
常
に
農
村
的
主
原
始
的
に
し
て
時
間
朴
な
る
力
仏
よ
り
て
誕
生
し
て
ゆ
〈
と
と
を
教
へ
る
c

府
仰
せ
る
附
物
的
た

都
市
文
化
を
新
に
す
る
筑
に
新
し
〈
農
村
の
復
興
を
叫
べ
る
と
と
は
核
心
を
う
い
て
ゐ
る
と
忠
ム
ロ
ナ
チ
ス
が
良
川
北
離
村
の

W
M
m
E

探
究
し
て
農
村
と
都
市
と
に
於
け
る
生
前
叩
抵
抗
の
去
の
ん
な
る
に
よ
る
と
し
て
、
出
村
野
川
山
者
白
生
前
の
向
と
を
は
か
る
に
五
っ
た

こ
と
や
、
盟
主
の
専
門
峨
法
化
辺
引
の
外
、
州
以
北
佐
川
刊
の
共
同
開
化
ヰ
労
働
保
花
政
策
、
わ
け
で
も
世
主
抑
的
者
の
住
宅
改
普
及
び

休
暇
制
皮
咋
刊
の
新
一
江
川
時
は
何
れ
も
地
広
州
政
策
と
い
ム
ペ
〈
、
そ
の
結
果
は
泌
闘
の
政
策
に
も
影
響
す
る
所
砂
く
時
な
い
で
あ
ら
う

G

ナ
チ
ス
政
策
は
峨
弐
や
住
引
心
白
山
を
拘
束
し
封
述
的
制
度
へ
の
込
者
た
り
と
な
す
非
難
は
あ
れ
ど
も
、
ア
ウ
タ
リ
キ
1
政
策
を
と

Z
以
上
、

b
る
引
府
民
心
山
山
白
川
山
は
ザ
む
を
え
ざ
る
ぺ
〈
、
川
阻
む
た
非
は
山
中
"
。
ナ
予
ス
断
見
慨
に
む
け
ら
れ
ね
ば
た
ら
ぬ
.
英



に
」
ノ
ゴ
つ
ス
以
サ
、
の

μ
山
川
と
し
て
は
、
寸

l
L
-
雌
も
之
を
最
も
合
理
的
に
利
山
し
ゃ
う
と
寸
る
能
川
品
、

わ
ら
ゆ
る
ダ
仰
を
同

t

札
ゅ
の
同
戸

F
F

円
動
員
し
、
且
っ
そ
の
質
主
J
H

判
め
つ
L

あ
る
と
、
れ
市
心
掛
刑
判
仕
出
ι聞
を
故
村
に
む
け
て
ゐ
る
と
と
、
都
市
民
に
出
走
及
び
世
村
主
況
川
町

せ
し
め
亡
子
一
惜
的
・
共
同
間
的
円
R
M
E
促
す
と
共
に
特
に
同
士
と
血
統
の
闘
心
を
↓
へ
な
ら
し
む
る
と
、
史
民
の
仕
心
的
に
守
主
そ
削
'
J

る
と
共
に
農
村
丈
化
の
例
浩
振
興
に
よ
り
て
品
川
ー
の
人
怖
を
向
上
せ
し
め
且
つ
か
れ
ら
に
生
前
山
キ
阿
を
感
山
せ
し
め
ん
と
す
る
こ
と

等
は
何
れ
も
ん
口
現
的
・
新
秘
的
た
り
と
い
ム
べ
き
で
あ
ら
ろ
。
併
し
乍
ら
ナ
チ
ス
此
my--41、
持
仰
政
策
に
は
川
閣
が
た
い
で
は
た
い
。
司
ぞ

れ
は
根
本
に
は
民
族
闘
守
的
町
凶
作
矧
そ
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
官
く
別
と
し
て
も
イ
、
官
邸
能
川
一
川
は
興
味
深
く
日
つ
合
間
一
的

に
み
ゆ
る
政
策
で
あ
る
が
、
注
4
E
深
合
一
農
業
政
策
が
之
に
作
は
血
場
合
、
農
民
は
ゴ
に
抽
仰
せ
ら
れ
て
珂
位
的
た
長
以
酌
角
川
へ
料
浮

す
る
危
険
が
少
く
た
い
。

上
し
ん
ば
モ
れ
税
制
端
に
な
ら
友
く
と
も
農
民
白
百
一
陀
と
な
り
不
平
と
な
ら
ざ
る
を
え
由
。

口
、
呉
氏
の

生
析
に
岡
ー
一
也
行
政
が
依
り
に
制
時
に
干
渉
す
る
と
、
設
業
を
r
へ
峨
と
し
て
業
し
む
農
民
の
性
格
は
央
は
れ
て
椛
力
日
的
の
筑
の
手
段

化
さ
れ
或
は
農
業
持
的
を
背
市
川
仰
す
る
の
危
険
た
し
と
せ
由
。
之
は
ロ
シ
ヤ
に
於
て
も
終
験
せ
ら
れ
て
ゐ
る
所
で
あ
る
。
ナ
千
ス
は

剛
氏
を
半
也
氏
(
日

EFEOR)
に
す
る
こ
と
が
叫
出
た
り
と
い
っ
て
ゐ
る
が
、
岳
民
主
都
市
民
と
同
級
に
指
導
統
制
す
る
と
せ
ば
世

民
は
半
都
市
民
化
し
て
ゆ
〈
貼
も
見
沼
吐
血
。
ナ
チ
ス
が
決
民
江
都
市
川
氏
白
羽
せ
ね
農
民
精
刊
を
保
持
せ
し
め
ゃ
う
と
し
つ
k

あ
る

が
、
か
く
て
は
政
策
の
矛
盾
で
あ
る
。
自
然
川
た
山
弘
氏
魂
を
牛
へ
は
し
め
や
し
て
農
民
を
統
制
折
等
し
で
ゆ
〈
と
い
ム
と
と
は
貫
際
的

に
は
正
樹
『
容
易
で
は
友
い
。

ハ
、
ナ
チ
ス
は
長
村
と
都
市
と
の
均
衡
と
い
ふ
己
と
を
い
う
て
ゐ
る
が
、
現
質
的
兵
問
的
に
は
剛
者

が
均
術
を
保
勺
て
静
止
し
て
ゐ
る
も
の
で
は
な
い
ロ
歴
史
的
に
み
れ
ば

JM
に
都
市
は
政
治
・
女
化
の
中
心
と
た
わ
指
年
者
と
た
っ
て

ゐ
る
。
且
又
、
批
ム
智
進
化
の
哩
訟
を
』
A

げ
れ
ば
枇
合
は
何
れ
か
心
力
が
設
述
し
た
と
き
」
他
と
心
均
仰
を
似
る
も
の
で
あ
っ
て
、
永
久
山

均
術
と
い
ム
己
と
は
枇
舎
の
抑
誇
訟
品
四
肢
の
民
の
お
で
は
な
い
。

ナ
チ
ス
政
策
も
都
市
の
不
内
然
な
る
波
肢
の
生
み
附
し
た
も
の
で

ナ
チ
ス
の
農
業
持
働
政
策

組
押
主
十
二
笹

ノ、

第
五
蹴

O 



ナ
チ
ス
白
農
業
努
働
政
策

捧
王
寸
ニ
巷

ノ、

/lg 

第
五
肱

O 
問

あ
円

J

て
郡
山
の
均
仰
が
保
た
れ
て
ゐ
た
在
ら
ば
ナ
チ
ス
運
動
の
必
要
も
超
ら
左
か
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
附
川
古
市
内
一
澗
進
む
妥
肢
は
机
巾

と
農
村
の
何
れ
の
力
に
よ
り
で
な
さ
れ
る
だ
ら
う
か
、
私
は
依
然
と
し
て
都
市
の
工
業
的
生
産
力
む
碍
旧
民
が
依
然
と
し
て
中
む
と
た

る
も
の
と
忠
ム
ロ
さ
れ
ば
一
農
業
国
家
L

と
か
「
民
業
中
心
L

と
い
っ
て
も
そ
れ
は
都
市
白
後
民
を
助
け
る
意
味
で
あ
勺
て
、
法
判

心
筋
に
都
市
を
従
応
せ
し
む
る
志
味
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。
こ
の
却
に
於
け
る
ナ
チ
ス
の
現
九
州
は
必
す
し
も
明
瞭
で
は
た
い
n

一、

更
に
今
又
、
人
(
7
究
白
欧
洲
戦
年
に
於
て
他
同
心
侃
J
1
E
例
詳
し
た
澗
迩
は
諸
国
心
都
市
と
農
村
及
び
と
れ
と
旧
同
心
都
市
と
民
村
と

の
同
開
係
を
如
何
に
結
合
さ
せ
ゃ
う
と
す
る
か
、
ゲ
ル
マ
ン
民
族
心
ゲ
ル
マ
ン
図
説
の
み
で
在
〈
、
欧
州
む
民
域
約
桝
を
況
か
ざ
る
を

え
な
く
な
っ
た
今
日
、
封
釦
的
に
向
闘
の
川
栄
養
と
白
幽
の
人
口
の
均
術
の
み
で
た
〈
、
民
域
に
旺
る
都
市
と
決
村
と
の
均
約
を
は
か

ら
ぎ
る
を
え
む
と
す
れ
ば
、
血
よ
土
と
の
共
同
関
心
理
論
も
必
に
一
段
と
殻
展
し
泣
け
れ
ば
た
ら
ぬ
で
あ

ιう
。
絞
り
て
ナ
チ
ス
心

今
日
ま
で
の
一
農
業
弊
働
政
策
も
亦
多
〈
の
賛
革
を
う
付
る
こ
と
で
あ
ら
う
。




